
公益財団法人野口研究所 倫理審査委員会の組織及び運営に関する規程 

（目的） 

第１条   倫理審査委員会は、人体から取得された試料を用いた研究についての「ヘル

シンキ宣言」、文部科学省、厚生労働省の「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」平成２６年１２月２２日公布（以下「倫理指針」という）に基づき

制定された「人体から取得された試料を用いる研究規程」に定められた倫理審

査委員会の組織及び運営を規定する。 

 

（設置） 

第２条   野口研究所理事長は野口研究所に倫理審査委員会を設置する。 

 

（対象） 

第３条   倫理審査委員会の審査対象は、野口研究所で実施される人体から取得された

試料を用いた研究とする。     

 

（組織） 

第４条  倫理審査委員会は、次に掲げる（１）から（６）の要件を満たすものとする。 

（１）医学・医療の専門家等、自然科学の有識者１名以上 

（２）倫理学・法律学の専門家等、人文・社会科学の有識者１名以上 

（３）一般の立場を代表する者１名以上 

（４）野口研究所に所属しない委員２名以上 

（５）男女両性で構成されること 

（６）委員は５名以上 

委員は野口研究所理事長が委嘱する。 

委員会には委員の互選で選出される委員長を置く。 

委員の任期は２年とする。また、再任を妨げない。 

 

（倫理審査委員会の責務） 

第５条   倫理審査委員会は、野口研究所理事長より付議があった場合は研究計画書が

「倫理指針」に適合しているか等を倫理的観点及び科学的観点から、野口研究

所及び研究者等の利益相反に関する情報も含めて中立的かつ公平に審査を行い、

文書により野口研究所理事長に意見を述べなければならない。 

 

（守秘義務） 

第６条   倫理審査委員会の委員は、職務上知りえた情報を正当な理由なく漏らしては

ならない。その職を退いた後も同様とする。 



 

（開催） 

第７条  （１）倫理審査委員会は、野口研究所理事長より付議があった場合及び委員長      

が必要と判断した場合に委員長が開催する。 

（２）倫理審査委員会の議長は委員長とする。但し、委員長は委員を議長に任

命することができる。 

（３）倫理審査委員会は第４条の（１）から（６）の要件を満たした時に成立

する。 

 

（審査） 

第８条  （１）倫理審査委員会は、申請者または申請者が属する研究組織の責任者に研

究計画書等の説明を求めることができる。 

（２）申請者が属する研究組織に所属する委員は審議及び採決に加わることが

できない。 

（３）倫理審査委員会の意見は、全会一致を持って決定するように努めなけれ

ばならない。 

（４）審査の判定 

  承認；倫理審査委員会で承認と判定された場合は承認とする。 

    条件付き承認 ；出席委員から条件指示への対応を条件として承認合意が          

得られた場合は条件付き承認とする。 

      非該当；倫理審査委員会にて審査する必要がないと判定された場合は          

非該当とする。      

  不承認；倫理審査委員会で承認しないと判定された場合は不承認とする。 

 

（迅速審査） 

第９条  （１）倫理審査委員会は、研究計画の軽微な変更又は共同研究であって既に主

たる研究機関の倫理審査委員会での承認がある場合は、迅速審査に付すこと

ができる。 

（２）迅速審査にあたる委員は委員の中から委員長が指名する。 

（３）迅速審査の審査結果は全ての委員に報告しなければならない。 

 

（事後調査等） 

第１０条  倫理審査委員会は、実施されている又は終了した研究について、その適正性

及び信頼性を確保するための調査を行うことができる。 

 

（研究機関の長の責務） 



第１１条 （１）野口研究所理事長は、倫理審査委員会の組織及び運営に関する規程、委

員名簿並びに会議の記録及びその概要を作成しなければならない。 

（２）野口研究所理事長は、倫理審査委員会の組織及び運営に関する規程、委

員名簿並びに会議の概要等を適切に公表しなければならない。 

 

（細則） 

第１２条  倫理審査委員会の運営に関し本規程に定めのない場合は、倫理審査委員会が

これを定める。 

 

（附則） 

第１３条  制定   平成１５年４月１日 

改定   平成１５年９月１日 

改定   平成１７年７月１日 

改定   平成２３年４月１日  

改定   平成２７年３月１８日 

 


